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愛
南
ト
ピ
ッ
ク
ス

今
号
の
注
目
記
事

ふ
る
さ
と
の
農
業
を
守
る
!

愛
南
町
初
の
農
事
組
合
法
人
誕
生
!

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

愛
南
こ
み
ゅ
に
け
ー
し
ょ
ん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

あ
い
な
ん
掲
示
板

愛
は
南
か
ら

目
次

表
紙
の
写
真
コ
メ
ン
ト

愛南トピックス

23619202628

 (株)みらい工房(代表取締役 宮﨑雅
まさ な り

成さん)から、特
別養護老人ホーム「一本松荘」に車椅子5台を寄贈
していただきました。(3/19)

町食育推進計画「愛なん食育プラン」策定検討委
員会の若林良

よ し か ず

和委員長(愛媛大学南予水産研究セン
ター副センター長・教授)が、プラン案を清水町長
に答申しました。(3/15)

愛南町町民憲章碑を役場本庁前に設置しました。
(2/18)

「第30回菊川ふるさとまつり」芸能発表で、合唱
を披露する菊川小学校の子ども達です。抽選会やバ
ザー、餅まきなども行われ賑わいました。(2/21)

422 5

　

閉
校
記
念
式
典
で
、「
心
の
中
に
き
ら
め
い
て
」

を
力
い
っ
ぱ
い
合
唱
す
る
深
浦
小
学
校
の
子
ど

も
達
で
す
。

3/20
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町
長
の
行
動

　

2
月
は
、
町
職
員
・
教
職
員
・
議
員
等
人
権

同
和
教
育
研
修
会
（
19
日
）、
環
境
審
議
会
・

一
本
松
地
域
審
議
会
（
22
日
）、
愛
媛
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会
（
23
日 

松
山
市
）、
内
海
地
域
審
議
会
（
24
日
）、
城

辺
地
域
審
議
会
・
御
荘
地
域
審
議
会
（
25
日
）、

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
・
愛
媛
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会
（
26
日 

松

山
市
）、
救
急
医
療
関
係
者
懇
談
会
（
26
日
）

な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

3
月
は
、
南
宇
和
高
校
卒
業
式
・
西
海
地
域

審
議
会
（
1
日
）、
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助

会
評
議
員
会
（
2
日 

松
山
市
）、
大
洲
国
道
事

務
所
要
望
（
3
日 

大
洲
市
）、
宇
和
島
地
区
広

域
事
務
組
合
運
営
審
議
会
・
本
会
議
（
3
日 

宇
和
島
市
）、
中
村
河
川
国
道
事
務
所
要
望
（
4

日 

四
万
十
市
）、
水
産
研
究
開
発
室
研
究
報
告

会
（
4
日
）、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境
対
策

委
員
会
・
御
荘
霊
苑
環
境
対
策
委
員
会
（
5
日
）、

四
国
地
方
整
備
局
要
望
（
9
日 

高
松
市
）
な

ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

今号の注目記事

　「第4回B&G会長賞ラケットテニス大会inあいな
ん」が開催され、多くの愛好者が楽しく汗を流しま
した。(2/28)

 「愛南農産物コンクール」で、柑橘、野菜、加工品な
どの特産品206点が展示されました。表彰式のあと
「セリ」による即売会も行われました。(3/2)

　迫力ある演奏で「第12回ありんこくらぶの催し」
のオープニングを飾った南宇和高校吹奏楽部の皆さ
んです。(3/13)

　内海中学校1年生19名が、由良半島先端の旧日本
軍の軍事施設「由良衛所」を見学しました。(3/3)

【P21参照】 【P24参照】

【P6参照】 【P20参照】
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ふ
る
さ
と
の
農
業
を
守
る
!
愛
南
町
初
の
農
事
組
合
法
人
誕
生
!

　

「
広
見
地
区
を
中
心
に
愛
南
町
の

農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す

の
は
、
農
事
組
合
法
人
「
ぽ
ぷ
ら
愛

南
」
の
代
表
理
事
、
赤
松
宣の

ぶ

あ

き明
さ
ん

（
33
歳
）
で
す
。

　

広
見
地
区
は
、
平
成
7
年
か
ら
11

年
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
で
整
備
さ

れ
た
約
40
h
a
の
ほ
場
を
中
心
に
、

早
期
米
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
野
菜
、

地
元
畜
産
農
家
と
連
携
し
た
飼
料
作

物
・
飼
料
稲
等
の
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
生
産
者
の
高
齢
化
・

担
い
手
不
足
等
に
よ
り
、
遊
休
農
地

の
増
加
等
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
地
区

の
若
い
農
業
者
を
中
心
に
農
業
の
維

持
・
発
展
の
た
め
、
効
率
的
な
水
田

農
業
の
実
践
に
よ
る
農
業
所
得
を
確

保
す
る
た
め
に
、
農
地
を
借
り
る
こ

と
の
で
き
る
法
人
設
立
に
つ
い
て
検

討
し
、
今
回
、
愛
南
町
で
初
め
て
と

な
る
農
事
組
合
法
人
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

設
立
さ
れ
た
法
人
は
、
広
見
地
区

の
若
い
オ
ペ
レ
ー
タ
3
人
が
組
合
員

と
な
り
、
平
成
22
年
2
月
2
日
に
設

立
し
、
2
月
22
日
に
法
人
と
し
て
認

定
農
業
者
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
法

特集

人
の
名
称
「
ぽ
ぷ
ら
愛
南
」
は
、
農

業
に
と
っ
て
厳
し
い
向
か
い
風
の
中

で
も
、
生
長
の
早
い
ポ
プ
ラ
の
木
の

よ
う
に
防
風
林
と
な
り
、
愛
南
町
の

農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
水
稲
作
業
受
託
と
、

飼
料
作
物
・
飼
料
稲
の
栽
培
を
経
営

の
柱
と
し
、
広
見
地
区
を
中
心
に
、

愛
南
町
内
の
農
地
を
対
象
に
計
画

的
・
積
極
的
に
規
模
拡
大
を
進
め
、

地
域
農
業
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
3
人
の
組
合
員
は
気
心
が
知
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
常
に
話
し

合
っ
て
き
た
。
ぽ
ぷ
ら
愛
南
は
生
ま

れ
た
ば
か
り
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

3
人
仲
良
く
、
愛
南
町
の
農
業
の
未

来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
、
ポ
プ
ラ

の
木
の
よ
う
に
早
く
成
長
し
て
、
愛

南
町
の
農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
赤
松

代
表
理
事
は
意
欲
を
示
し
て
い
ま

す
。
集
落
営
農
組
織
の
先
進
事
例
と

し
て
、
愛
南
町
農
業
の
発
展
の
た
め

に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

新たに建設した事務所前で。
中央が赤松宣明代表理事。
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情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

サ
ー
ビ
ス
申
込
み
の
流
れ

1
世
帯
主
の
方
へ
申
込
書
が
届
き
ま
す

申
込
書
を
送
付
後
、
各
地
区
で

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
情
報
通
信
格
差
の
解
消

を
図
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
を

各
家
庭
ま
で
整
備
す
る
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
国
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
た
の
で
、
今
後

は
、
世
帯
主
の
方
へ
各
サ
ー
ビ
ス
の
申
込

書
を
送
付
し
ま
す
。
申
込
書
の
送
付
時
期

は
、
4
月
中
旬
の
予
定
で
す
。
申
込
書
に

同
封
し
て
、
申
込
み
に
関
す
る
説
明
会
の

日
程
を
ご
案
内
し
ま
す
。

  

説
明
会
は
、
4
月
下
旬
か
ら
各
地
区
で

開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
最
寄
の
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
４
月
中
旬
か
ら
町
内
に
住
民
票
を
有
す
る
全

世
帯
に
申
込
書
が
届
き
ま
す
。
原
則
郵
便
で

届
き
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
の
世
帯
の

方
は
、
組
合
の
代
表
の
方
が
配
布
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

2
説
明
会
へ
の
参
加

・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
申
込
書
の
記
入
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
各
地
区
で
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

・
説
明
会
で
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

3
申
込
書
等
の
作
成

・
ご
自
宅
で
、
ご
希
望
の
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し

て
申
込
み
に
必
要
な
書
類
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

4
申
込
書
等
の
提
出

・
指
定
さ
れ
た
受
付
場
所
へ
申
込
書
と
必
要
な

書
類
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
返
信
用
封

筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

工
事
に
際
し
て
は
工
事
業
者
が
直
接
現
金
を
徴
収
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
に
思
わ
れ
ま
し
た
ら
総

務
課
（
TEL
7
2
ー

1
2
1
1
） 

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
で

ご
利
用
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス

1
告
知
端
末
機
（
無
料
）

2
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
有
料
）

3
ひ
か
り
電
話
（
有
料
）

4
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
有
料
）

※
告
知
端
末
機
は
、
防
災
行
政
無
線
の
個
別

受
信
機
に
代
わ
る
も
の
で
す
。
全
世
帯
を
対

象
に
無
料
で
整
備
し
ま
す
が
、
申
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

赤色部分は、愛南町が無料で整備し
ます。

告知端末機

愛
南
町
は
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
で

サ
ー
ビ
ス
実
施
業
者
を
次
の
業
者
に

特
定
し
て
い
ま
す

放
送
サ
ー
ビ
ス
…
株
式
会
社
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

通
信
サ
ー
ビ
ス
…
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
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農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
！

水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

愛
南
町
の
お
魚
を

知
ろ
う
！

町長賞を受賞した和家重
しげ

富
とみ

さん（右）

　

御
荘
平
城
の
ス
ー
パ
ー
Ａ
☆
Ｍ
Ａ

Ｘ
愛
南
店
で
、
町
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
な
ど
の
主
催
に
よ
る
町

産
農
作
物
の
品
評
会
「
２
０
０
９
年

度
愛
南
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行

わ
れ
、
町
内
の
農
家
約
90
名
か
ら
柑

橘
、
野
菜
、
加
工
品
の
３
部
門
に

２
０
６
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
形

や
品
質
な
ど
を
審
査
し
た
結
果
、
次

の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
賞

　

柑
橘
部
門　

河
内
晩
か
ん

　
　

和
家　

重し
げ

富と
み

さ
ん 

（
御
荘
和
口
）

優
秀
賞

　

柑
橘
部
門　

河
内
晩
か
ん

　
　

埜
下　

和か
ず

幸ゆ
き

さ
ん 

（
緑
乙
）

　

野
菜
部
門　

タ
マ
ネ
ギ

　
　

孝
野　

覚か
く

也や

さ
ん 

（
緑
乙
）   

　

加
工
品
部
門

　
　

干
し
大
根
の
シ
ョ
ウ
ガ
ま
き

　
　

赤
松
サ
ト
ミ
さ
ん 

（
緑
丙
） 

 3/
     2

　

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
の
高
木
基も

と

裕ひ
ろ

准
教

授
と
同
セ
ン
タ
ー
地
域
特
別
研
究
員

の
平
田
智と

も

法の
り

さ
ん
、
平
田
し
お
り
さ

ん
、
中
田 

親
ち
か
し

さ
ん
の
４
名
が
中
心

と
な
っ
て
編
集
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
県
の
「
新
ふ
る
さ
と
総
合
支

援
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
「
え
ひ

め
愛
南
お
魚
図
鑑
」
を
刊
行
し
ま
し

た
。

　

愛
南
町
沿
岸
で
実
際
に
見
ら
れ
る

魚
種
８
４
９
種
類
に
限
定
し
て
掲
載

し
、
複
数
の
写
真
を
用
い
る
な
ど
し

て
、
そ
の
種
の
成
長
や
行
動
が
生
き

生
き
と
読
者
に
伝
わ
る
よ
う
編
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
図
鑑
は
学
校
や
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。
愛
南
町
に
ど
ん
な
魚
が
い
る

の
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 3/
   15
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
22
年

　

第
２
回
町
議
会
臨
時
会

農
林
課
か
ら

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
継
続
的
な
実
施
に
つ
い
て
！

10ｍ

2.7ｍ

10ｍ

0.5ｍ

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年

第
２
回
町
議
会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
及

び
清
掃
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
小

規
模
下
水
道
特
別
会
計
・
上
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
、
海
洋
資
源
開
発

セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
の
計
５
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

 2/
   19

　

吉
村
直な

お

城き

議
長
が
、
四
国
地
区

町
村
議
会
議
長
会
会
長
及
び
愛
媛

県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
制
度
は
中
山
間
地
域
等
に
お
け

る
農
業
生
産
条
件
の
不
利
に
対
す
る

補
正
策
と
し
て
、
平
成
12
年
度
よ
り

実
施
し
て
お
り
、
農
業
生
産
活
動
等

の
継
続
に
よ
る
農
用
地
等
の
保
全
や

多
面
的
機
能
の
確
保
に
高
い
効
果
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
期
対
策
は
平
成
21
年
度
で
終

了
し
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら

高
齢
農
家
も
安
心
し
て
本
制
度
に
取

り
組
め
る
よ
う
「
高
齢
化
の
進
行
に

も
十
分
配
慮
し
た
仕
組
み
へ
の
見
直

し
」
に
主
眼
を
置
き
、
引
き
続
き
直

接
支
払
い
（
第
３
期
対
策
）
を
実
施

し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
概

要
（
平
成
22
〜
26
年
度
）

１
対
象
と
な
る
地
域

　

地
域
振
興
８
法
の
指
定
地
域
及
び

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
地
域

２
対
象
と
な
る
農
用
地

　

傾
斜
等
一
定
の
基
準
を
満
た
す
農

振
農
用
地
区
域
内（
※
１
）
の
一
団
の
農

用
地（
※
２
）

　

※
１
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
が
設
定

　

※
２
一
団
の
農
用
地
：
農
用
地
面

積
が
１
ha
以
上
の
団
地
又
は
共
同
取

組
活
動
が
行
わ
れ
る
複
数
の
団
地
の

合
計
面
積
が
１
ha
以
上

  [

傾
斜
条
件
の
例]

　

○
急
傾
斜
地

３
対
象
と
な
る
行
為

　

作
業
１　

耕
作
放
棄
の
発
生
防
止

な
ど
の
基
礎
的
な
活
動

　

作
業
２　

①
共
同
で
支
え
合
う
農

業
生
産
活
動
の
「
取
り
決
め
」（
集
団

的
サ
ポ
ー
ト
型
）〔
新
設
〕
又
は
②
担

い
手
の
育
成
、
生
産
条
件
の
強
化

等
、
よ
り
前
向
き
な
取
組
（
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
型
）

　

・
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
等
協
定
農

用
地
の
拡
大
、
生
産
条
件
の
改

良
等
を
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加

　

・
非
農
家
と
の
連
携
等
に
よ
る
多

面
的
機
能
の
発
揮
を
メ
ニ
ュ
ー

よ
り
削
除

４
対
象
者

　

集
落
協
定
等
に
基
づ
き
、
５
年
間

以
上
継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
を
行

う
農
業
者
等

５
交
付
単
価
〔
急
傾
斜
地
〕

地　

目

交
付
単
価（
10
ａ
当
た
り
）

田

２
１
，０
０
０
円    

畑

１
１
，５
０
０
円    

草
地

１
０
，５
０
０
円    

採
草
牧
草
地

１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

（
注
）

１　

３
対
象
と
な
る
行
為
の
う
ち
作
業
１
の
み
を

実
施
す
る
場
合
は
、
右
表
の
８
割
の
単
価

２　

そ
の
ほ
か
加
算
単
価
と
し
て
、
規
模
拡
大
加

算
、
土
地
利
用
調
整
加
算
、
法
人
設
立
加
算
、

小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支
援
加
算(

平
成
22
年

度
新
設
）
を
措
置

水田　傾斜1／20

畑　傾斜15度
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農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

農
業
者
年
金
に

　

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

税
務
課
か
ら

納
期
内
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
！

　

農
業
者
年
金
は
、
将
来
の
年
金
受

給
に
必
要
な
原
資
を
自
ら
積
み
立
て

て
運
用
し
て
い
く
「
積
み
立
て
方

式
」
の
年
金
で
す
。
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
で
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
60
才
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

●
保
険
料
は
月
２
万
円
か
ら
最
高

６
万
７
千
円
ま
で
自
由
に
選
択
で
き

ま
す
。

●
年
金
は
80
才
ま
で
の
保
障
が
つ
き

ま
す
。

●
保
険
料
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す
。

●
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
対
し
て
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
農
業
委
員
会

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

区分 必要な条件
国庫補助額

35才未満 35才以上

1 認定農業者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

2 認定就農者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

3
区分１又は２の者と家族経営協定を締結し、
経営に参画している配偶者又は後継者

10,000円（5割） 6,000円（3割）

4
認定農業者又は青色申告者のいずれか一方を
満たすもので、３年以内に両方を満たすこと
を約束した者

6,000円（3割） 4,000円（2割）

5
35才まで（25才未満の場合は10年以内）に区分
１の者となることを約束した後継者

6,000円（3割） －

　

平
成
22
年
度
町
税
及

び
国
保
・
介
護
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
期
月
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

町
税
等
の
納
付
は
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
日
は

各
納
期
限
の
日
で
す
の

で
、
振
替
不
能
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
通
帳
の

残
高
を
よ
く
確
認
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度
の
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
兼

課
税
明
細
書
・
納
付
書

（
納
付
書
は
口
座
振
替
以

外
の
方
）は
、
４
月
15
日

発
送
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

納　期　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納　期　限
4/30 5/31 6/30 8/2 8/31 9/30 11/1 11/30 12/27 1/31 2/28 3/31
（金）（月）（水）（月）（火）（木）（月）（火）（月）（月）（月）（木）

税　
　

目

町 県 民 税
1期
全期

2期 3期 4期

固 定 資 産 税
1期
全期

2期 3期 4期

軽 自 動 車 税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

介 護 保 険 料 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

※介護保険料については、1号被保険者普通徴収分です。
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企
画
財
政
課
か
ら

人
材
育
成
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
！

消
防
本
部
か
ら

「
平
成
22
年
度
危
険
物
取
扱

者
試
験（
前
期
）」と「
準
備
講

習
会
」を
開
催
し
ま
す
！

町
民
課
か
ら

平
成
22
年
度
特
設
人
権
相

談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
！

　

町
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手

と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
や
国
際

化
時
代
・
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た

人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
「
人
材
育

成
事
業
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
て

い
ま
す
。
各
分
野
に
お
け
る
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
を
持
っ
た
「
ひ
と
づ

く
り
」
を
目
的
と
し
た
事
業
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

●
国
内
研
修

　

必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除
く
旅

費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の
½
以

内
で
１
人
当
た
り
10
万
円
を
限
度

●
国
外
研
修

　

必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除
く
旅

費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の
½
以

内
で
１
人
当
た
り
30
万
円
を
限
度

●
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参

加
又
は
開
催

　

必
要
な
経
費
（
食
糧
費
を
除
く
報

償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、

使
用
料
及
び
賃
借
料
）
の
½
以
内
で

50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

補
助
金
交
付
対
象
者

・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方

で
、
今
後
も
引
き
続
き
居
住
す

る
意
思
の
あ
る
方

・
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
意
思
の
あ
る
方

・
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら

取
組
み
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が

果
た
せ
る
方

そ
の
他　

こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
交
付
申
請
書
を
事
業

実
施
の
１
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
愛
南
町
人
材
育
成
事
業

審
査
会
で
内
容
を
審
査
し
適
否
を
決

定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

平
成
22
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
前
期
）

【
試
験
日
】　

６
月
13
日（
日
）10
時
〜

【
会
場
】

　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県
立
八
幡

浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

【
願
書
受
付
】４
月
12
日（
月
）

〜
４
月
22
日（
木
）必
着

【
試
験
種
類
】

　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類
（
吉
田

会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種

類
）

【
受
験
料
】　

甲
種　

５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

乙
種　

３
，４
０
０
円

　
　
　
　
　

丙
種　

２
，７
０
０
円

【
受
験
願
書
】

　

愛
南
町
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

準
備
講
習
会

【
日
時
】５
月
28
日（
金
）

〜
５
月
29
日（
土
）の
２
日
間

【
会
場
】　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】

　
　
　

会　

員　

６
，３
０
０
円

　
　
　

非
会
員　

８
，８
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】　

別
途
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
南
町
消
防
本
部

（
℡
７
２
―

０
１
１
９
） 　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局
で

は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
悩
み
ご
と

相
談
に
応
じ
る
た
め
、
次
の
と
お
り

「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程 

４
月
20
日（
火
）５
月
20
日（
木
） 

 　
　

６
月
１
日（
火
）７
月
20
日（
火
）

 　
　

８
月
20
日（
金
）９
月
21
日（
火
）

 　
　

10
月
20
日（
水
）11
月
19
日（
金
）

 　
　

12
月
20
日（
月
）１
月
20
日（
木
） 

 　
　

２
月
21
日（
月
）３
月
18
日（
金
）

時
間　

13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

場
所　

城
の
辺
学
習
館

相
談
内
容　

人
権
侵
害
、
借
地
、
借

家
、
家
庭
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
な

ど
心
配
ご
と
全
般

そ
の
他　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島

支
局
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
、
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）
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商
工
観
光
課
か
ら

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

対
象
が
広
が
り
ま
し
た
！

消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

南
海
地
震
に
備
え
て
！

●
訪
問
販
売
等
の

　

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

突
然
、
業
者
の
強
引
な
電
話
や
訪

問
で
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
断
れ
ず
に

必
要
な
い
も
の
を
契
約
さ
せ
る
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
は
以
前
か
ら

問
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
「
今
な
ら
値
引
き
を
す
る
の
で

カ
ニ
を
買
わ
な
い
か
」
と
い
っ
た
食

品
の
電
話
勧
誘
販
売
等
の
被
害
も
あ

り
ま
す
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は

　

突
然
の
業
者
の
訪
問
や
電
話
で
、

消
費
者
が
十
分
に
検
討
す
る
間
も
な

く
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、消
費
者
が
申
込
み
の
撤

回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
る
こ
と
を

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
い
ま
す
。消

費
者
に
も
う
一
度
、
冷
静
に
考
え
る

期
間
を
与
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
訪
問
販
売
の
場
合
、
契
約

内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
受
け
取
っ

て
か
ら
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
書

面
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
ま
す
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は

　

こ
れ
ま
で
食
品
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
対
象
で
な
か
っ
た
た
め
、
契

約
の
解
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
平
成
21
年
12
月
に
施

行
さ
れ
た
改
正
特
定
商
取
引
法
で

は
、
原
則
す
べ
て
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
次
の
取
引
等
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
外
で
す
。

　

○
乗
用
自
動
車
等
の
購
入

　

○
葬
儀
等

　

○
化
粧
品
、
健
康
食
品
等
で
使
用

又
は
一
部
を
消
費
し
た
場
合

　

○
現
金
取
引
で
総
額
３
，
０
０
０

円
未
満
の
も
の 

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
に
は

　

取
引
内
容
に
よ
っ
て
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
る
期
間
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
契
約
書
面
に
書
か
れ
て

あ
る 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

る
期
間
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面
で
行

い
、
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
り
、
証
拠
な

ど
を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

商
工
観
光
課
内 

 

℡
７
２
―

７
３
１
５

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、
国
交
省

四
国
地
方
整
備
局
大
洲
河
川
国
道

事
務
所
、
愛
大
防
災
情
報
研
究
セ

ン
タ
ー
、
県
南
予
地
方
局
愛
南
土
木

事
務
所
、
町
及
び
県
建
設
業
協
会
南

宇
和
支
部
の
関
係
者
約
20
名
が
、
南

海
地
震
を
想
定
し
た
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

重
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
南
海

地
震
に
対
す
る
円
滑
か
つ
迅
速
な
災

害
対
策
の
展
開
に
は
、
行
政
・
企
業

 3/
     5

の
業
務
継
続
が
重
要
で
す
。
訓
練
で

は
、
愛
大
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

の
鳥
居
謙け

ん

一い
ち

教
授
を
進
行
役
に
、

「
午
後
１
時
過
ぎ
に
南
海
地
震
が
発

生
、
宇
和
海
沿
岸
に
大
津
波
警
報
が

発
令
」
さ
れ
た
と
想
定
し
て
、
土
砂

崩
れ
や
浸
水
な
ど
の
災
害
情
報
の

対
応
や
復
旧
に
つ
い
て
関
係
機
関
が

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
機

関
の
連
携
の
弱
点
を
把
握
し
業
務
継

続
計
画
策
定
に
向
け
た
取
組
み
を
議

論
し
ま
し
た
。
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愛
南
大
漁
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら

「
御
荘
湾
立
て
干
し
網
」

中
止
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

愛
南
び
や
び
や
祭
り
実
行
委
員
会
か
ら

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
」を

開
催
し
ま
す
！

総
務
課
か
ら

自
衛
官
募
集
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ
！

　

愛
南
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
愛
南
大
漁
ま
つ
り
」
と
し
て
、

町
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
長
く
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
「
御
荘
湾
立
て
干

し
網
」
で
す
が
、
近
年
ア
カ
エ
イ

に
よ
る
負
傷
事
故
が
多
発
し
、
重

症
に
至
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
主
催
者
で
あ
る
「
愛
南
大

漁
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
と
し
て

も
、
ア
カ
エ
イ
の
危
険
告
知
看
板

や
チ
ラ
シ
等
を
作
製
し
、
来
場
者

へ
の
注
意
喚
起
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
事
故
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
同
委
員
会
で
ア
カ

エ
イ
に
よ
る
負
傷
事
故
防
止
策
に

つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
参
加
者

の
安
全
確
保
を
優
先
し
、
今
年
度

か
ら
「
御
荘
湾
立
て
干
し
網
」
を

中
止
す
る
と
い
う
苦
渋
の
決
断
に

至
り
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
た
皆
さ
ま
方
に
は
、
当
委
員
会
の

決
断
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と

も
愛
南
町
の
活
性
化
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
内
同
委
員

会
事
務
局（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
町
に
は
、
四
国
一
の

水
揚
げ
を
誇
る
「
カ
ツ
オ
」

や
日
本
の
１
〜
２
割
の
生
産
量
が
あ

る
「
鯛
」
、
日
本
一
の
生
産
量
が
あ

る
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
（
品
種
名

：

河

内
晩
柑
）」
な
ど
自
慢
で
き
る
特
産

品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
愛
南
び

や
び
や
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
そ

れ
ら
愛
南
町
の
特
産
品
等
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
５
月
23

日（
日
）に
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
」

を
愛
南
漁
協
深
浦
本
所
で
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
び
や
び
や
」
と
は
、
愛
南
町
の

一
部
の
浜
言
葉
で
「
新
鮮
な
」
と
い

う
意
味
で
す
。
当
委
員
会
で
は
、
新

鮮
な
水
産
物
・
農
産
物
等
を
皆
さ
ま

に
味
わ
い
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場

に
な
る
よ
う
、
現
在
準
備
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
当
日
は
ど
う
ぞ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月

号
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

水
産
課
産
業
振
興
室

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

 5/
   23

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

受
験
資
格　

20
才
以
上
26
才
未
満
の
方

※
22
才
未
満
は
大
卒
者（
見
込
み
含

む
）、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者（
見

込
み
）は
28
才
未
満

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月
10
日（
月
）

１
次
試
験　

松
山
大
学

　
　
　
　
　

５
月
15
日（
土
）

〜
５
月
16
日（
日
）

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

受
験
資
格

　

歯
科　

専
門
大
学
卒（
見
込
み)

は

20
才
以
上
30
才
未
満
の
方

　

薬
剤
科　

専
門
大
学
卒（
見
込
み
）

は
20
才
以
上
26
才
未
満
の
方

※
専
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み)

は
28
才
未
満

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月
10
日(

月
）

１
次
試
験　

　

松
山
大
学　

５
月
15
日（
土
）

一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格　

18
才
か
ら
26
才
ま
で
の
方

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月
10
日（
月
）

１
次
試
験

　

松
山
大
学　

５
月
22
日(

土)

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）
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環
境
衛
生
課
か
ら

町
営
浄
化
槽
整
備
推
進

事
業
の
実
施
方
針
を

公
表
し
ま
す
！

水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

販
路
拡
大
を
！

　

町
で
は
浄
化
槽
整
備
に
つ
い
て
、

現
在
の
「
個
人
設
置
型
」
か
ら
「
市

町
村
設
置
型
」
へ
の
移
行
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
「
民
間
資

金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の

整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

（
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
）
に
定
め
ら
れ
る
手

続
き
に
よ
り
※
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
で
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
「
愛
南
町
営
浄
化
槽
整
備
推

進
事
業
」
に
関
す
る
実
施
方
針
を
平

成
22
年
３
月
10
日
付
け
で
公
表
し
ま

し
た
。

　

同
事
業
の
設
置
・
維
持
管
理
期
間

は
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
13
年
間
と

し
、
そ
の
う
ち
事
業
開
始
か
ら
10
年

間
で
２
，
２
０
０
基
の
合
併
処
理
浄

化
槽
を
整
備
す
る
目
標
と
し
ま
す
。

設
置
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
使

用
料
徴
収
業
務
を
合
わ
せ
た
維
持
管

理
業
務
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
に
業
務
委

託
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
設
置
済
み
の
合
併

処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
も
町
へ
の
寄

付
を
募
り
、
そ
の
維
持
管
理
も
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
者
が
行
っ
て
い
き
ま
す
。

実
施
方
針

①
特
定
事
業
の
選
定
に
関
す
る
事
項

②
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
募
集
及
び
選
定

に
関
す
る
事
項

③
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
適
正
か
つ
確
実
な

実
施
の
確
保
に
関
す
る
事
項

④
公
共
施
設
等
の
立
地
並
び
に
規
模

及
び
配
置
に
関
す
る
事
項

⑤
事
業
協
定
の
解
釈
に
つ
い
て
疑
義

が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
に

関
す
る
事
項

⑥
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
事
項

⑦
法
制
上
及
び
税
制
上
の
措
置
並
び

に
財
政
上
及
び
金
融
上
の
支
援
に

関
す
る
事
項

⑧
そ
の
他
特
定
事
業
の
実
施
に
関
し

必
要
な
事
項

問
い
合
わ
せ

　

実
施
方
針
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
愛
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.to
w
n.ainan.ehim

e.

jp/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
初
心
者

向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
講
習
会

が
開
か
れ
、
生
産
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス

業
の
方
な
ど
70
名
が
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
た
販
売
術
や
Ｐ
Ｒ
術
を

学
習
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
竹
森
ま
り
え
さ
ん
（
農
家

Ｗ
Ｅ
Ｂ
企
画
制
作
）
か
ら
、ネ
ッ
ト
販

売
の
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
の
種
類
や
特
徴
、

販
売
上
の
法
的
規
制
の
ほ
か
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
・
メ
ル
マ
ガ
な
ど

  2/
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を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
、
携
帯
サ
イ

ト
の
活
用
方
法
な
ど
、
ネ
ッ
ト
販
売

の
基
礎
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
町
内
全
域
に

光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
し
た
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
を
整

備
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※ＰＦＩ…Private   （プライベート）

　　　　  Finance  （ファイナンス）

　　　　  Initiative（イニシアティブ）

の略で、公共サービスの提供に際して公共施設が必要な場

合に、従来のように公共が直接施設を整備せずに民間資金

を利用して民間に施設整備と公共サービスの提供をゆだね

る手法

※ＢＴＯ方式…民間事業者が自ら資金調達を行い、施設を

建設した後、施設の所有権を公共に移転し、施設の維持管

理・運営を民間事業者が行う方式 
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御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
オ
タ
ッ
シ
ャ
教
室
」

参
加
者
募
集
！

商
工
観
光
課
か
ら

消
費
生
活
相
談
員
を

配
置
し
ま
す
！

消
防
本
部
か
ら

空
か
ら
生い

の
ち命
を
守
る
！

　

楽
し
く
身

体

を

動

か

し

、

転

び

に
く
い
体
づ

く
り
を
め
ざ

そ
う
と
「
オ

タ
ッ
シ
ャ
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

全
15
回(

10
時
〜
12
時)

、
２

コ
ー
ス
（
開
催
時
期
が
違
い
ま
す
。）

場
所

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象　

介
護
が
必
要
な
方
を
除
く
55

歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
方
で
、医
師
等
か

ら
運
動
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方

定
員　

１
コ
ー
ス
15
名
程
度（
申
込
多

数
の
場
合
は
、先
着
順
と
し
ま
す
。）

参
加
料　

１
，６
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
等
）

内
容　

正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
バ

ラ
ン
ス
運
動
な
ど

※
初
日
に
、
身
長

や
体
重
の
測
定
、

踏
み
台
昇
降
バ
ラ

ン
ス
測
定
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
、

体
操
の
で
き
る
服

装
、
室
内
シ
ュ
ー

ズ
等
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）

　

現
在
、
消
費
者
庁
の
設
置
に
伴

い
、
消
費
者
基
本
法
を
始
め
と
し
た

関
係
法
が
成
立
し
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
、
消
費
者
の
立
場
に

立
っ
た
消
費
者
行
政
の
積
極
的
な
推

進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
商
工
観
光
課
内
に
、

平
成
22
年
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
、

消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資
格
を

持
っ
た
相
談
員
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の

消
費
生
活
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

何
か
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
さ
れ
る
方
は
必
ず
事
前

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
等
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
相
談
窓
口

（
℡
７
２
―

１
４
０
５
）

平
成
22
年
度

消
費
生
活
相
談
員
勤
務
日
予
定
表

月

日

月

日

月

日

４

５
・
19

８

９
・
23

12

６
・
20

５

10
・
31

９

６
・
13

１

17
・
31

６

７
・
21

10

４
・
18

２

７
・
21

７

５
・
12

11

８
・
29

３

７
・
14

（
時
間
９
時
〜
16
時
、
月
曜
日
実
施
）

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
芝
球
技

場
を
中
心
に
、
愛
南
町
消
防

本
部
と
愛
媛
県
消
防
防
災
航
空
隊
と

の
合
同
訓
練
が
行
わ
れ
、
無
線
に
よ

る
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の
交
信
・

離
着
陸
の
誘
導
な
ど
の
地
上
支
援
訓

練
や
、
上
空
の
ヘ
リ
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー

 3/
    2

隊員の回収訓練

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
隊
員
を
投
入
・
回

収
す
る
救
助
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
新
た
に
救
命
士
２

名
を
搭
乗
さ
せ
た
機
内
で
の
救
急
処

置
訓
練
を
実
施
し
、
芝
球
技
場
か
ら

市
立
宇
和
島
病
院
ま
で
、
飛
行
時
間

12
分
と
搬
送
時
間
の
短
縮
も
実
証
さ

れ
ま
し
た
。
消
防
本
部
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守
る
た
め
今
後

と
も
訓
練
に
励
み
ま
す
。

機内での救急処置訓練

ヘリの誘導訓練
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農
林
課
か
ら

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

当
年
産
の
販
売
価
格

当
年
産
の
販
売
価
格

変動部分 変動部分なし

定額部分

1万5,000円
（10アール当たり）

標
準
的
な
販
売
価
格

（
過
去
３
年
の
平
均
）

　

自
給
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
な

ど
に
つ
い
て
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り

や
す
い
助
成
体
系
の
下
に
生
産
拡
大

を
促
す
対
策
と
、水
田
農
業
の
経
営
安

定
を
図
る
た
め
に
、恒
常
的
に
赤
字
に

陥
っ
て
い
る
米
に
対
し
て
補
て
ん
す

る
対
策
を
セ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

 

米
の
モ
デ
ル
事
業

（
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
）

　

自
給
率
向
上
の
た
め
の
環
境
整
備

を
図
る
た
め
に
、
米
の
生
産
数
量
目

標
に
従
っ
て
生
産
す
る
販
売
農
家
・

集
落
営
農
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
主

食
用
米
の
作
付
面
積
10
ア
ー
ル
当
た

り
１
万
５
千
円
を
定
額
交
付
し
ま
す
。

　

米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
合
は
、

追
加
の
補
て
ん
も
行
い
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

「
生
産
数
量
目
標
」
の
範
囲
内
で

主
食
用
米
の
生
産
を
行
っ
た
販
売
農

家
・
集
落
営
農
の
う
ち
、
次
の
方
が

交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
作
付
面
積
25
ａ
以
上
の
方

　

水
稲
共
済
加
入
者

②
作
付
面
積
25
ａ
未
満
の
方

　

水
稲
共
済
加
入
者
又
は
前
年
産
の

出
荷
・
販
売
実
績
の
あ
る
方

交
付
対
象
面
積

　

主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、
自

家
飯
米
・
縁
故
米
用
に
供
さ
れ
る
分

と
し
て
一
律
10
ア
ー
ル
を
差
し
引
い

た
面
積

※
原
則
と
し
て
、
権
限
を
有
す
る
水

田
（
自
己
所
有
地
、
利
用
権
設
定
地

等
）
が
交
付
対
象
地
で
す
。

※
調
整
水
田
な
ど
の
不
作
付
地
を
有

し
て
い
る
場
合
は
、
不
作
付
地
と

な
っ
て
い
る
水
田
の
地
番
・
面
積
・
改

善
計
画
な
ど
を
市
町
村
に
提
出
し
、

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
水
田
経
営
所
得
安

定
対
策
に
お
け
る
収

入
減
少
影
響
緩
和
対

策(

ナ
ラ
シ)

に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、

米
の
モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
変
動
部

分
の
交
付
金
額
を
控
除
し
て
ナ
ラ
シ

の
補
て
ん
額
を
設
定
し
ま
す
。

 

自
給
率
向
上
事
業

（
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
）

　

自
給
率
向
上
の
た
め
に
水
田
で

麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米

な
ど
を
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農
の
皆
さ
ん
に
、
主
食
用
米
と
同

等
の
所
得
を
確
保
で
き
る
水
準
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

交
付
単
価
（
全
国
一
律
）

激
変
緩
和
措
置

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
産

地
確
立
交
付
金
事
業
（
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
ナ
ス
ほ
か
）
な
ど
、
地
域
で

の
生
産
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
交

付
単
価
が
こ
れ
ま
で
の
対
策
に
比
べ

て
減
少
す
る
地
域
に
お
い
て
交
付
額

の
調
整
を
行
い
ま
す
。

※
「
捨
て
作
り
」
に
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。
収
穫
や
出
荷
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

自
給
率
向
上
の
た
め
の

新
し
い
農
政
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

加
入
申
し
込
み
・
支
援
時
期

　

交
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

加
入
申
込
書
、
交
付
申
請
書
な
ど
の

交
付
単
価
（
全
国
一
律
）

定
額
部
分

（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）
1.5
万
円
（
恒
常
的
な
コ
ス
ト
割
れ
相
当

分
の
助
成
）

変
動
部
分

（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）
22
年
産
の
販
売
価
格
が
、
過
去
３
年
の

販
売
価
格
を
下
回
っ
た
場
合
に
そ
の
差

額
を
基
に
算
定

作　
　

物

単
価

（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）

戦略作物

麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

3.5
万
円

新
規
需
要
米
（
米
粉
用
・

飼
料
用
・
バ
イ
オ
燃
料
用

米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
）

8.0
万
円

そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用

米

2.0
万
円

そ
の
他
作
物（
都
道
府
県
単
位
で

単
価
を
設
定
し
ま
す
）

1.0
万
円

（
予
定
）

二
毛
作
助
成（
主
食
用
米
と
戦
略

作
物
又
は
戦
略
作
物
同
士
の
組

み
合
わ
せ
）

1.5
万
円
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町有駐車場（月極）

名　称
使用料金
（月額）

未契約
台数

写　真

船越中
駐車場

（旧伊予銀行船越支店前）

１
，５
０
０
円

１
台

矢の町
第１
駐車場

（諏訪神社横）

２
，０
０
０
円

８
台

矢の町
第２
駐車場

（ 商工会 
事務所裏）

３
，０
０
０
円

９
台

町
民
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

財
産
管
理
課
か
ら

愛
南
町
有
駐
車
場
の
契
約

者
の
募
集
に
つ
い
て
！

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
交
付
金

は
、
国
か
ら
農
業
者
が
指
定
し
た
口

座
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

申
込
み

４
月
〜
６
月

支
払
い

12
月
〜
３
月

　

ご
相
談
は
お
近
く
の
愛
媛
農
政
事

務
所（
０
８
９
３
―

２
４
―

４
１
９
５
）、

愛
南
町
農
林
課（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

又
は
南
宇
和
地
域
水
田
農
業
推
進
協

議
会（
農
林
課
内
）へ
。
詳
し
く
は
、
農

林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/

　

20
歳
に
な
れ
ば
、
学
生
の
方
も
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
納
付
特

例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
く
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
の
方

が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
、ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

○
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査
し
ま
す
。

　

一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
納
付
）
の
場
合
は
、
世
帯

主
等
の
所
得
も
含
め
て
保
険
料
免
除

の
対
象
と
な
る
か
判
定
し
ま
す
が
、

学
生
納
付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の

み
で
判
定
し
ま
す
。
申
請
は
毎
年
度

必
要
で
す
。

○
手
続
き
さ
れ
る
方
は

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
又
は
年
金
事
務
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】
年
金
手
帳
・
学
生

証
又
は
在
学
証
明
書
・
印
鑑

○
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
が

承
認
さ
れ
た
方
で
ハ
ガ
キ
様
式
の
申

請
書
が
送
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、引

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す

る
場
合
は
、ハ
ガ
キ
様
式
の
申
請
書
に

学
校
名
、
氏
名
、
住
所
等
を
記
入
の
上

郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
く
だ
さ
い
。

○
承
認
さ
れ
る
と

　

承
認
期
間
中
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど

で
障
害
が
残
っ
た
時
は
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
25

年
）
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
追
納

を
し
な
け
れ
ば
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

承
認
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

を
I0
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す

る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

（
２
年
を
過
ぎ
る
と
経
過
し
た
年
数

に
応
じ
て
保
険
料
に
、
加
算
額
が
つ

き
ま
す
。）

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

 

○
４
月
20
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

町
内
各
地
域
に
あ
る
町
有
駐
車

場
の
利
用
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
利
用
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
財
産
管
理
課（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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平成22年度　「狂犬病予防注射」の日程をお知らせします
月日 地域 場　　　所 時　　　　　間 月日 地域 場　　　所 時　　　　　間

５
月
10
日（
月
）

内　
　

海

網代消防倉庫

午前

８時５０分～ ８時５５分

５
月
13
日（
木
）

城　
　

辺

新浦集会所

午前

８時２０分～ ８時２５分

荒樫集会所 ９時１０分～ ９時１５分 新浦バス停 ８時３５分～ ８時４５分

魚神山農協 ９時３０分～ ９時３５分 久良漁協 ９時００分～ ９時１０分

船越集会所 ９時５０分～ ９時５５分 小屋の浦集会所 ９時２５分～ ９時３０分

油袋漁民センター １０時１０分～１０時１５分 竹芳水産跡地（日土） ９時４０分～ ９時４５分

火打バス停 １０時２５分～１０時３０分 鯆越集会所 １０時００分～１０時０５分

家串公民館 １０時４５分～ １０時５５分 深浦公民館 １０時２５分～１０時４０分

平碆公民館 １１時１０分～ １１時２０分 旧東海漁協 １０時５５分～ １１時０５分

須ノ川公民館 １１時４０分～ １１時５５分 蓮乗寺バス停 １１時２０分～ １１時２５分

旧内海漁協

午後

１３時００分～１３時０５分 城辺社会福祉会館 １１時４５分～１２時００分

役場内海支所 １３時２０分～ １３時３５分 東海公民館

午後

１３時００分～ １３時１５分

御　
　

荘

菊川公民館 １４時１０分～１４時２５分 敦盛集会所 １３時２５分～１３時３０分

平山集会所 １４時５０分～１５時００分 中玉消防倉庫前 １３時５０分～ １３時５５分

長崎集会所 １５時２５分～ １５時３５分 脇本集会所 １４時０５分～１４時１０分

御荘B&G海洋センター駐車場 １６時００分～１６時２０分 大僧都集会所 １５時１０分～ １５時１５分

５
月
11
日（
火
）

御　
　

荘

猿鳴集会所

午前

８時４０分～ ８時４５分 僧都公民館 １５時２５分～ １５時３０分

左右水集会所 ９時００分～ ９時０５分 山出集会所 １５時４５分～１６時００分

中浦小学校 ９時２０分～ ９時２５分 梶郷集会所 １６時１０分～ １６時１５分

中浦公民館 ９時４０分～ ９時５０分 大道集会所 １６時２５分～１６時３０分

尻貝集会所 １０時０５分～１０時１５分

５
月
14
日（
金
）

城
辺

豊田集会所

午前

８時２０分～ ８時３５分

高畑バス停 １０時２５分～１０時３０分 太場集会所 ８時４５分～ ８時５０分

赤水公民館 １０時５０分～ １１時０５分

一　

本　

松

上大道集会所 ９時２０分～ ９時３５分

防城成川集会所 １１時２０分～ １１時２５分 満倉集会所 ９時５０分～１０時００分

深泥集会所 １１時４０分～ １１時５０分 中川コミュニティーセンター １０時２０分～１０時３５分

長月第４集会所

午後

１３時１０分～ １３時１５分 広見第1集会所 １０時５０分～１１時００分

長月公民館 １３時３０分～１３時４０分 広見コミュニティーセンター １１時１５分～ １１時３０分

長月下地集会所 １３時５０分～ １３時５５分 平畑集会所 １１時４５分～ １１時５５分

和口第２集会所 １４時１５分～１４時２０分 増田コミュニティセンター

午後

１３時００分～１３時１０分

栄町集会所 １４時４５分～ １４時５５分 御在所集会所 １３時３０分～ １３時３５分

節崎集会所 １５時０５分～ １５時１０分 正木公民館 １３時５０分～１４時００分

馬瀬集会所 １５時２５分～ １５時３５分 下組集会所 １４時１０分～ １４時１５分

御荘文化センター １６時０５分～１６時３０分 東小山集会所 １４時３０分～ １４時３５分

５
月
12
日（
水
）

西　
　

海

武者泊集会所

午前

８時３０分～ ８時３５分 小山本村集会所 １４時５０分～ １４時５５分

麦ヶ浦集会所 ８時５５分～ ９時００分 内尾串集会所 １５時１０分～ １５時１５分

福浦公民館 ９時２５分～ ９時４０分 一本松保健センター １５時５５分～１６時３０分

福浦学校前バス停 １０時００分～１０時１５分

小成川集会所 １０時２５分～１０時３０分

樽見集会所 １０時４５分～１０時５０分

下久家集会所 １１時０５分～ １１時１０分

久家集会所 １１時２０分～ １１時３０分

役場西海支所 １１時４５分～１２時００分

中泊集会所

午後

１３時００分～１３時０５分

内泊集会所 １３時１５分～１３時２０分

小浦集会所 １３時４０分～ １３時４５分

越田集会所 １４時０５分～１４時１０分

城　
　

辺

農業共済前 １４時４５分～１５時００分

城辺公民館 １５時１５分～ １５時３０分

長野集会所 １５時５０分～１６時０５分

緑公民館 １６時２０分～１６時３０分

予防注射料…１頭につき ２，８５０円
　（注射済票交付手数料５５０円を含む）

登　録　料…１頭につき ３，０００円
　（登録は１頭につき１回）

　　※認め印が必要です。

※混雑を避けるため、お支払いはつり銭のい

らないようにお願いします。

※予防注射時に、飼犬の首輪などが外れ、逃

げ出すことのないように確認し、つれてき

てください。

　なお、不明な点は、環境衛生課（℡72－7316）

まで問い合わせください。
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保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、お
め
で
と
う
！

保健事業のお知らせ（４月）

環
境
衛
生
課
か
ら

４
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

　

町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健

診
で
は
、
26
名
の
受
診
者
の
中
で
、

10
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

  

玉　

川　

源げ
ん　

喜き 

く
ん（
御
荘
平
城
）

  

倉　

田　

竜
り
ゅ
う 

伸し
ん 

く
ん（
御
荘
平
城
）

  

緒　

方　

崚
り
ょ
う 

騎き 

く
ん（
御
荘
菊
川
）

  

河　

野　

紗さ　

里り 

さ
ん（
御
荘
平
城
）

  

安　

田　

百も
も　

花か 

さ
ん（
御
荘
平
城
）

  

松　

下　

知と
も　

樹き 

く
ん（
御
荘
平
城
）

  

川　

上　

真み
つ　

樹き 

く
ん（
正　

木
）

  

萩　

尾　

恭き
ょ
う 

花か 

さ
ん（
増　

田
）

  

森　

下　

陽ひ　

南な 

さ
ん（
久　

家
）

  

長　

濱　

愛あ

祐ゆ

美み 

さ
ん（
福　

浦
）

　

７
日
・
14
日
・
21
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

５
月
の
引
取
日
は
、

　

12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

１歳６か月児健診 4月13日 火
城辺保健福祉センター

H２０年７月１日～８月３１日生

３歳児健診 4月20日 火 H１９年１月１日～２月２８日生

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 4月  9日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

すくすく相談 4月14日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 4月14日 水 内海保健センター ９：３０～１１：３０

うみのこ広場 4月15日 木 西海支所２階 親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０

みなみっ子 4月26日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

病態栄養相談 4月22日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

両親学級
「かるがも教室」 4月25日 日 城辺保健福祉センター

１０：００～１１：３０

事前申込み
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

４
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

４・５月行事予定表

第１日曜日   4日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第２日曜日 11日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 18日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第４日曜日 25日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

昭 和 の 日 29日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

４月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

1期分/4期分

全　期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

4/27

5/31

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所

4/23

5/28

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
第
２
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各

集
会
所

4/21

5/26

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

4/19

5/24

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

4/15

5/20

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

4/13

5/18

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

4/9

5/14

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

4/7

5/12

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

4/5

5/10

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

4/1

5/6

４、５月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

４月

4 日 8：30～17：00
第65回国民体育大会
軟式野球競技南宇和

支部予選

南レク
城辺球場

5 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 商工観光課

8 木
町内小学校

篠山中学校入学式
各小学校
篠山中学校

9 金 町内中学校入学式 各中学校

18 日

8：30～17：00
第48回南宇和

ジュニアソフトボール大会
南レク御荘
多目的広場

16：30～17：00
消防団退団式
並びに辞令交付式

御荘文化
センター

19 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 商工観光課

24 土 8：30～17：00
第29回四国西南地区
少年軟式野球大会

南レク城辺
球場ほか

25 日

8：30～17：00
第9回

フレンドリーカップ
ソフトバレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター
ほか

8：30～17：00
第29回四国西南地区
少年軟式野球大会

南レク城辺
球場ほか

29 木 8：30～17：00
第29回四国西南地区
少年軟式野球大会

南レク
城辺球場

５月

3 月 8：30～17：00
第32回

一本松少年剣道大会
一本松交流
促進ｾﾝﾀｰ

8 土 9：00～15：00
第8回西瀬戸グラウンド
ゴルフ交流大会

南レク
城辺球場

9 日 8：00～12：00
第8回西瀬戸グラウンド
ゴルフ交流大会

南レク
城辺球場

15 土 9：30～18：30
愛媛FCマッチシティ
マッチタウン公式戦 
（ＶＳギラヴァンツ北九州）

ニンジニア
スタジアム 
（県総合運動公園）

23 日 10：00～16：00 愛南びやびや祭り
愛南漁協
深浦本所

愛いっぱい愛南産直市

４月６日（火）～１１日（日）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店

（未定）県境に架ける友情の「こいのぼり」

４月下旬～５月上旬（予定）

場所　正木地区
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 4月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

出張ひろば「うみの子」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●2日(金)・5日(月)は
　夢創造館で行ない
　ます。

●15日(木)
　ミュージックケア
  (親子で遊ぼう)  

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

９：３０

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：３０

中浦
保育所

御荘
保育所
すみれ組

御荘
保育所
ふじ組

●5日(月)世代間交
　流でお花見を予定
　しています。
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に け ー し ょ ん
3/7

　地域交流センター「プラザじょうへん」で、一本松

おもちゃ図書館あゆみくらぶ(宮﨑逸
い つ こ

子代表)主催に

よる「おもちゃの図書館ミニ学習会」が行われまし

た。おもちゃの図書館全国連絡会世話人副代表の

松山明
あ き こ

子さんと新居浜市おもちゃ図書館きしゃポッ

ポの大津淑
と し こ

子さん、石川美
み な こ

苗子さんを講師に、約30

名の親子が子どもの発達と障害に応じたおもちゃの

遊び方・遊ばせ方を楽しく学習しました。

おもちゃを通してふれあいを!

3/8 地域の皆さん、ありがとう!
　城辺小学校で、登下校の見守りや絵本の読み聞かせボラン

ティアの方、また総合学習でお世話になった方々など32名を学

校へ招いて、日頃の感謝の気持ちを

伝える「ありがとう集会」が行われ

ました。子ども達は、お世話になっ

た方々へ感謝状と花束を手渡し、お

しゃべりや肩たたきをしたりして、楽

しいひと時を過ごしました。

3/13 「やさしく、たのしく、しみじみと!」ありんこくらぶの催し

　一本松交流促進センターで、障害児の親の会「ありんこくらぶ(宮﨑

和
か ず と も

友会長)」による「第12回ありんこくらぶの催し」が行われ、約150名が

参加しました。

　オープニングには、南宇和吹奏楽部による迫力ある演奏が披露され、

続いて鹿児島大学大学院の平川忠
た だ と し

敏教授(地域臨床心理学)を講師に、

「親のこころ、子のこころ」と題した講演会が開催されました。

　平川教授は、障害児を育てている家庭の兄弟、常に親に遠慮して我

慢し続けている「きょうだい」への接し方、支援の重要性などについて、

ユーモアを交えた語り口で講演されました。

　最後に、恒例のじゃんけん大会で催しを締めくくりました。
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愛 南 こ み ゅ
12/20～2/28

　御荘湾で育てられたカキを広くPRしようと、道の駅「みしょ

うMIC」で、南宇和観光協会の主催による「愛南のかき食べ放

題ツアー」が開催されました。

　旬のカキは美味しいだけでなく、グリコーゲンのほか、タン

パク質やカルシウム、亜鉛などのミネラル類をはじめ、人間の

体に必要な様々な栄養素を豊富に含んでいるため「海のミル

ク」とも呼ばれています。奥深い御荘湾では、僧都川など5本

の川から流れてくる山の栄養分が溜まりやすく餌となるプラン

クトンが豊富で、濃厚で美味しいカキが育ちます。

　ツアーでは期間中、延べ400名の町外観光客が、焼きガキや

蒸しガキ、カキ飯、カキ汁など、愛南町で採れた旬のカキを味

わいました。

かきの食べ放題!

2/21

　御荘文化センターで、「第4回愛南コーラスフェスティバル」が開催され、町内から合唱団コス

モス、愛南町少年少女合唱団など6団体、町外からは宇和島少年少女合唱団など3団体、計9団

体約250名が出演し、それぞれ自慢のハーモニーを披露し合いました。

届け!私たちのハーモニー!愛南コーラスフェスティバル

3/3

　内海中学校1年生19名が、由良半島の

先端にある旧日本軍の軍事施設「由良

衛所」を訪れました。内海中学校では、

毎年1年生を対象に総合的な学習の時

間を利用して「地域めぐり」として実施

しているもので、渡船で由良半島先端

部の磯に上陸、断崖をよじ登って急な

山道を歩き、戦争時代の貯水池や発電

室、聴音所、砲台跡や兵舎跡などを見

学しながら地域の歴史について学習し

ています。65年たった今でも、風化した

コンクリートが残り、生々しい当時の様

子を伝えています。生徒たちには、地域

の厳しい自然環境と先人の思いに触れ

ることができたのではないでしょうか。

帰りは尾根沿いの険しい山道約5kmを

網代地区まで徒歩で帰りました。

愛南町の最果てを訪ねて!由良衛所
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ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

元気いっぱい！

ゴ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ミ
ニ
バ
ス
大
会
!

　

城
辺
小
学
校
体
育
館
で
、
町
内
外
か
ら
小
学
生
10
チ
ー
ム
約
1
7
0
名
が
参
加
し
て
「
第
6
回
南
宇
和
ク
ラ

ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

優
勝 

平
城
M
B
C  
準
優
勝 

広
見
M
B
C
（
鬼
北
町
）

み
し
ょ
う
ゴ
ー
ル
ド
賞 
久
良
M
B
C  

準
み
し
ょ
う
ゴ
ー
ル
ド
賞 

緑
M
B
C

2/　

 14

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
1
部
4
チ
ー
ム
、
2
部
3
チ
ー
ム
の
計
7
チ
ー
ム
約
50
名

が
参
加
し
て
「
第
10
回
愛
南
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

一
般
女
子
1
部
（
年
齢
不
問
）

優
勝 

ク
レ
ヨ
ン

一
般
女
子
2
部
（
50
才
以
上
）

優
勝 

な
で
し
こ

レ
ク
バ
レ
ー
で
交
流
を
!

2/　

 21

2 部優勝 なでしこ

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
!

2/　

 28

1 部優勝 クレヨン

第 6回南宇和クラブ・ゴールドカップミニバスケットボール大会
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一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
16
チ
ー
ム
66
名
が
参
加
し
て
「
第
5
回
愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
剣
道
競
技
」
が
行
わ

れ
、
少
年
剣
士
が
気
合
の
入
っ
た
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

個
人
戦

 

男
女
1
・
2
年
生
の
部　

優
勝 

藤
田
治は

る

き希
（
深
浦
）

 

男
子
3
・
4
年
生
の
部　

優
勝 

二
神 

啓け

い

（
一
本
松
）

 

女
子
3
・
4
年
生
の
部　

優
勝 

二
神
明あ

す

み

日
美
（
一
本
松
）

 

男
子
5
・
6
年
生
の
部　

優
勝 

二
神
大ひ

ろ

や也
（
一
本
松
）

 

女
子
5
・
6
年
生
の
部　

優
勝 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）

 

総
合
の
部 
 

　

 

優
勝 

岡
本
雄ゆ

う

ひ飛
（
深
浦
）

団
体
戦

 

低
学
年
の
部 

優
勝 

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A　

準
優
勝 

篠
南
一
本
松
剣
道
会

 

高
学
年
の
部 

優
勝 

一
本
松
剣
道
会 

 

　

 

準
優
勝 

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
賞  

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
子
供
剣
道
会
）

気
合
を
込
め
て
!
ス
ポ
少
剣
道
大
会

2/　

 28

優勝 一本松バレーボールクラブ A

団体戦高学年の部優勝 一本松剣道会

　

一
本
松
国
民
体
育
館
で
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
7
チ
ー
ム
71
名
が
参
加
し
て
「
第
2

回
愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
」
が
行
わ
れ
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
に
保
護
者
や
観
客
の
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

優
勝    

一
本
松
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
A

準
優
勝 

家
串
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

3
位    

柏
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団体戦低学年の部優勝 深浦スポーツ少年団 A

じ

ょ

う

い

ち

ろ

う

準
優
勝 

藤
田
脩し

ゅ

う

と人
（
深
浦
）

準
優
勝 
上
杉
悠ゆ

う

ま真
（
深
浦
）

準
優
勝 
入
江
美み

う羽
（
城
辺
）

準
優
勝 

川
村

一
郎
（
深
浦
）

準
優
勝 

立
花
百も

も

か香
（
深
浦
）

準
優
勝 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）
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あ
い
に
く
の
雨
天
の
中
、
南
レ
ク
城

辺
公
園
芝
球
技
場
ほ
か
で
、
「
第
41
回

南
宇
和
郡
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
が

行
わ
れ
、
17
チ
ー
ム
が
4
部
制
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
応
じ
て

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
チ
ー
ム
の
み
掲
載
】

1
部 

優
勝 

愛
南
町
役
場
サ
ッ
カ
ー
部

2
部 

優
勝 

フ
ァ
ミ
リ
ー
F
C

3
部 

優
勝 

愛
南
土
木

4
部 

優
勝 

ク
ラ
ブ
元
気
鰹

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
も
う
!

3/　

 7

1 部優勝 愛南町役場サッカー部

2部優勝 ファミリー FC　

4部優勝 クラブ元気鰹

3部優勝 愛南土木

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
ほ
か
で
、
「
第
4
回
B
&
G
会
長
賞
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
大
会
i
n
あ
い
な
ん
」
が
開
催
さ
れ
、
各
部
に
計
48
チ
ー

ム
約
1
0
0
名
の
愛
好
者
が
参
加
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
合
計
年
齢
1
2
9
歳
以
下
）

 

優
勝　
　

本
多
克か

つ

よ代
・
佐
藤
美み

な

こ

奈
子
ペ
ア

 

準
優
勝　

石
河
五さ

つ

き月
・
山
西
美み

わ和
ペ
ア

 

3
位   　

橋
岡
孝た

か

こ子
・
尾
﨑 

園そ

の

ペ
ア

女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
合
計
年
齢
1
3
0
歳
以
上
）

 

優
勝　
　

中
尾
章あ

き

こ子
・
和
家
マ
サ
ミ
ペ
ア

 

準
優
勝　

木
戸
冨ふ

じ

こ

士
子
・
坂
本
紅ち

え

こ子
ペ
ア

 

3
位   　

児
島
善よ

し

み美
・
山
口
ス
ミ
レ
ペ
ア

混
合
ダ
ブ
ル
ス
（
年
齢
制
限
な
し
）

 

優
勝　
　

柏
田
和か

ず

と

し俊
・
竹
之
下
良よ

し

こ子
ペ
ア

 

準
優
勝　

上
田
靖や

す

ゆ

き之
・
三
原
マ
サ
ミ
ペ
ア

 

3
位   　

大
隅
政ま

さ

の

ぶ信
・
大

里さ

と

み實
ペ
ア

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
で
健
康
づ
く
り
!

2/　

 28

女子ダブルス (129 歳以下 )
優勝 本多・佐藤ペア

女子ダブルス (130 歳以上 )
優勝 中尾・和家ペア

混合ダブルス
優勝 柏田・竹之下ペア
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南
レ
ク
御
荘
公
園
多
目
的
広
場
で
、
「
第
15
回
愛
南
町
ク
ロ
ッ
ケ
ー
親
睦
交

流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
計
24
チ
ー
ム
80
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ク
ロ
ッ

ケ
ー
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

優
勝　

一
本
松
A　
　

準
優
勝　

中
川
A　
　

3
位　

中
浦
A
・
広
見
B

ク
ロ
ッ
ケ
ー
で
交
流
を
!

3/　

 11

優勝 一本松 A

　

一
本
松
あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
「
愛
南
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
協
会
会
員
1
1
7
名
が
集
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
】

個
人
戦
総
合 

優
勝　

 

市
川
清き

よ

し

げ重

　
　
　
　
　

 

準
優
勝 

橋
本
敏と

し

お雄

　
　
　
　
　

 

3
位　

 

浅
野
和か

ず

よ

し義

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
大
会

3/　

 12

個人総合優勝 市川さん ( 写真中 )
準優勝 橋本さん ( 写真右 )
3 位 浅野さん ( 写真左 )

　

流
通
科
学
大
学
硬
式
野
球
部
、
京
都
大
学
準
硬
式
野
球
部
、

京
都
大
学
硬
式
野
球
部
の
3
団
体
計
１
１
４
名
が
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
と
し
て
愛
南
町
を
訪
れ
、
南
レ
ク
城
辺
球
場
で
練
習
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
清
水
町
長
が
表
敬
訪
問
し
、
町
特

産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

愛
南
町
で
は
、
宇
和
島
市
と
合
同
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
活

用
を
め
ざ
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
（
TEL 

7
2
‐
7
3
1
5
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
南
町
で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
!

京都大学硬式野球部（2/27～3/7、32名）

京都大学準硬式野球部（2/22～26、31名）

流通科学大学硬式野球部（2/18～22、51名）

2/　

28
3/　

7～



26広報　　　　　　　　平成22年4月号

生
涯
学
習
課
か
ら

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
を
応
援
し
よ
う

◆
城
辺
俳
句
会

ミ
シ
ン
踏
む
足
に
春
陽
や
る
ん
る
ん
と　
　

菊
池　

静
子

霜
踏
み
て
寒
さ
ひ
と
し
を
散
歩
道　
　
　
　

宮
田　

誠
子

商
の
リ
ズ
ム
懐
か
し
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　

宮
田　

鹿
子

卒
業
や
去
来
す
る
も
の
な
き
が
如　
　
　

大
和
田
い
そ
子

針
箱
を
置
き
て
眺
め
る
春
の
雪　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

春
め
き
て
そ
ぞ
ろ
も
た
げ
る
旅
心　
　
　
　

安
岡　

敏
雄

紅
梅
の
色
は
夢
ま
で
染
め
に
け
り　
　
　
　

増
本　
　

薫

◆
城
辺
川
柳
会

　

「
門
」

門
限
を
破
っ
て
子
等
が
大
人
ぶ
る　
　
　
　

暁

狭
き
門
く
ぐ
り
希
望
の
軽
い
足　
　
　
　
　

一
会

門
限
が
又
破
ら
れ
て
母
苦
情　
　
　
　
　
　

律
子

寺
の
門
く
ぐ
れ
ば
心
洗
わ
れ
る　
　
　
　
　

ト
ク
ヱ

魅
せ
ら
れ
て
川
柳
の
門
叩
く
な
り　
　
　
　

能
子

相
当
に
稼
い
だ
ら
し
い
門
構
え　
　
　
　
　

ツ
タ
ヱ

母
さ
ん
と
校
門
く
ぐ
る
一
年
生　
　
　
　
　

一
女

門
出
す
る
娘
に
そ
っ
と
手
渡
す
内
緒
金　
　

き
く
み

門
前
の
カ
ラ
ス
お
経
の
節
で
鳴
く　
　
　
　

栄
華

総
理
邸
門
か
ら
家
の
距
離
が
あ
る　
　
　
　

登
志
恵

名
門
に
生
ま
れ
育
つ
も
荷
が
重
い　
　
　
　

あ
き
子

門
な
ど
は
無
い
と
質
素
な
家
に
住
む　
　
　

玉
子

門
を
開
け
心
盗
み
に
参
り
ま
す　
　
　
　
　

百
代

◆
城
辺
短
歌
会

寝
る
を
惜
し
み
原げ
ん

紙し

き
り
作
文
集
を
作
り
た
る
若
き
日
の
情
熱
思
え
ば
な
つ
か
し　
　

土
居　
　

清

気
温
零れ
い

度ど

右
手
小
指
の
白
く
な
る
は
シ
ベ
リ
ア
抑
よ
く
り
ゅ
う
と
う
し
ょ
う

留
凍
傷
の
跡　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

信
保

朝
寒
き
宮
の
坂
道
上の
ぼ

り
来
て
碧へ
き

堂ど
う

先
生
の
歌
碑
に
近
づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

古
き
本
め
く
れ
ば
は
ら
は
ら
落
ち
て
来
ぬ
色
の
か
は
り
し
モ
ミ
ヂ
一
枚　
　
　
　
　
　

藤
森
多
摩
子

風
寒
き
庭
に
金き

ん

柑か
ん

と
り
て
い
る
我
が
ふ
ら
つ
き
は
未い
ま

だ
治
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
三
千
代

蒲か
ま

鉾ぼ
こ

の
作
業
場
よ
り
吹
き
出い

づ
る
蒸じ
ょ
う
き気
は
白
し
冷
え
し
る
き
朝　
　
　
　
　
　
　
　

松
比
良
ス
ミ
子

耳
少
し
遠
く
な
り
し
か
眼が
ん

科か

医い

の
受
付
係
に
く
り
返
し
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
ハ
ル
子

勝
手
口
に
「
じ
い
ち
ゃ
ん　

あ
の
ね
」
と
声
の
し
て
二
人
の
孫
の
競き
そ

い
か
け
来
る　
　

河
上　

明
美

受じ
ゅ

験け
ん

近
き
少
年
を
た
だ
気き

遣づ
か

ひ
ぬ
学が
っ
き
ゅ
う
へ
い
さ

級
閉
鎖
つ
づ
く
と
聞
け
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　
　

充

　

今
年
も
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー

ツ
の
公
式
戦
が
南
予
各
地
で
行
わ
れ
ま

す
。
選
手
た
ち
は
、
リ
ー
グ
優
勝
を
め
ざ
し

て
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
に
球
場
で
声
援
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公
式
戦
日
程
（
南
予
地
域
の
み
）

試
合
日

開
始
時
間

球　

場

対
戦
チ
ー
ム

４
月
18
日（
日
）
13
時
〜

西
予
市
営
宇
和
球
場

三
重
ス
リ
ー
ア
ロ
ー
ズ

５
月
16
日（
日
）
13
時
〜

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場

香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

６
月
６
日（
日
）
13
時
〜

西
予
市
営
野
村
球
場

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

７
月
17
日（
土
）
13
時
〜

南
レ
ク
城
辺
球
場

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

７
月
25
日（
日
）
13
時
〜

宇
和
島
市
営
丸
山
球
場

香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

８
月
28
日（
土
）
13
時
〜

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

訂正とお詫び

　

１
月
号
22
ペ
ー
ジ
の
『
愛
南
文
芸
』
に
つ

い
て
、
御
荘
短
歌
会
と
表
記
し
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
城
辺
短
歌
会
の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
５月１１日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ４月１０日（土）・２８日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（２月受付分）

（２月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集
に
つ
い
て
！

商
工
観
光
課
か
ら

「
愛
南
音
頭
＆
愛
南
音
頭
サ
ン
バ

バ
ー
ジ
ョ
ン
」の
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し

て
い
ま
す
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

募
集
内
容　

ソ
ー
イ
ン
グ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科　

定
員
10
名

期
間　

９
か
月　

平
成
22
年
６
月
１
日

（
火
）か
ら
平
成
23
年
２
月
25
日（
金
）

入
校
願
書
受
付
期
間

４
月
30
日（
金
）ま
で
※
当
日
消
印
有
効

入
校
選
考
日　

５
月
12
日（
水
）

選
考
試
験
内
容　

筆
記
試
験
（
社
会
・

国
語
・
数
学
）、
適
性
試
験
、
面
接

費
用　

入
校
選
考
料
、
入
校
料
、
授
業

料
は
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

問
い
合
わ
せ

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

３
４
１
０
）

　

愛
南
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
融
和
と
町

の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、
「
愛
南
音
頭

＆
愛
南
音
頭
サ
ン
バ
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
Ｃ
Ｄ

及
び
振
付
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
各
地
区
の
盆
踊
り
等
で
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
各
支
所
や
公
民

館
等
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
、
商

工
観
光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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　先日、深浦小学校の閉校

記念式典を取材しました。

合併して愛南町になってか

ら、僧都中学校、魚神山小

学校、中浦中学校と今回で

4 校目の閉校となります。

時代の流れとはいえ学校が

なくなるのは寂しいもので

す。

　維新間もない明治 5 年、

「邑(むら )に不学の戸(こ )

無く、家に不学の人 ( ひと )

無からしめん事を期す」と

して発布された「学制」に

基づき、明治 8年頃、今の

愛南町内には多くの小学校

が誕生しました。まだ文明

開化の恩恵も受けていない

時代、国家の要求とはいえ

短期間で教育体制を整える

ことは並大抵ではなかった

のでしょう。改めて先人の

労苦に頭が下がります。こ

の時の教育の礎が近代日本

の原動力につながったこと

はいうまでもありません。

式典では、涙をこらえなが

ら懸命に歌う子ども達の

姿、「ありがとう深浦小学

校、そして、さようなら ...」

と万感の思いを込めた子ど

も達の言葉に胸が熱くなり

ました。深浦小学校がなく

なっても、元気な「深浦っ

子」、生きいきとした「愛

南っ子」として、伸びのび

と育ってほしいと思いま

す。

愛南町の人口
（平成２２年３月１日現在）

世帯数　10,964 戸　
人口　   25,714 人
　男　   12,028 人
　女      13,686 人

愛南町の持つ魅力をご紹介しています。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

　外泊地区で恒例の、石で作ったお雛様を飾った「第 4回

だんだん雛祭り」が行われ、船越・西浦・福浦・東海小学

校と西海・福浦中学校や地区住民など、約 200 点の作品が

集まり、石垣に囲まれた空き地に展示されたほか、昨年ま

でに集められた作品約 300 点も集落のあちらこちらに展示

され、外泊地区全体が展示会場となりました。また、期間

中夕方 6時 30 分から石垣の集落全体がライトアップされ、

多くの観光客が幻想的な空間を楽しみました。

愛は南から

写真：濱本秀雄さん ( 船越 )


